
　
「
市
報
ぎ
ょ
う
だ
」
7
月
号
で
古
墳
時
代
の
物
流

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
遠
く
朝
鮮
半

島
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
文
物
が
市
域
に
も
た
ら
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

埼
玉
古
墳
群
の
稲
荷
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
轡
く
つ
わ

（
ｆ
字
形
鏡
板
付
轡
）
は
、
鏡
板
の
縁
に
刻
み
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
様
な
轡
は
朝
鮮
半
島
で
し
ば
し

ば
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
国
内
で
は
他
に
１
例
出
土

例
が
あ
る
だ
け
で
す
。
こ
の
轡
は
外
来
系
の
轡
と
考

え
ら
れ
、
5
世
紀
末
ご
ろ
に
は
朝
鮮
半
島
の
文
物
が

行
田
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
6
世
紀
後
半
に
築
か
れ
た
埼
玉
古
墳
群
の
将
軍
山

古
墳
か
ら
出
土
し
た
馬
具
や
、
酒
巻
古
墳
群
の
酒
巻

14
号
墳
か
ら
出
土
し
た
埴は
に

輪わ

に
も
外
来
系
の
文
物
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

将
軍
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
馬
冑
（
馬
の
鎧
兜
）

は
、
国
内
で
は
他
に
１
例
出
土
例
が
あ
る
だ
け
の
貴

重
な
馬
具
で
す
が
、
朝
鮮
半
島
製
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
同
古
墳
出
土
の
轡
（
金
銅
製
心
葉
形
十
字
文

鏡
板
付
轡
）
も
朝
鮮
半
島
の
高こ
う
句く

麗り

に
ル
ー
ツ
を
持

つ
も
の
で
す
。
雲
珠
、
辻
金
具
、
鈴
な
ど
の
馬
具
も

朝
鮮
半
島
で
同
様
の
も
の
が
多
く
出
土
し
て
い
ま

す
。旗
指
物
を
立
て
る
馬
具
で
あ
る
蛇
行
状
鉄
器
も
、

馬
冑
と
と
も
に
朝
鮮
半
島
の
古
墳
壁
画
に
描
か
れ
て

い
る
外
来
系
の
珍
し
い
馬
具
で
す
。

　
酒
巻
14
号
墳
か
ら
は
、
こ
の
蛇
行
状
鉄
器
を
付
け

て
旗
指
物
を
立
て
た
姿
を
表
わ
し
た
国
内
唯
一
の
馬

形
埴
輪
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
馬
形
埴
輪
と
共

に
国
内
で
は
他
に
１
古
墳
で
し
か
出
土
例
が
な
い
筒

袖
の
衣
装
を
着
た
人
物
埴
輪
や
、
ふ
ん
ど
し
を
し
た

力
士
と
思
わ
れ
る
人
物
埴
輪
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

筒
袖
の
衣
装
は
、
当
時
の
朝
鮮
半
島
の
古
墳
壁
画

に
描
か
れ
た
半
島
の
人
々
の
衣
装
と
よ
く
似
て
い
ま

す
。
ま
た
、
力
士
の
姿
も
壁
画
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

力
士
の
埴
輪
は
吉
見
町
の
和
名
埴
輪
窯

で
つ
く
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
古

墳
を
築
い
た
人
物
や
埴
輪
を
つ
く
っ
た
工

人
が
、
朝
鮮
半
島
の
人
々
の
服
装
や
力
士

の
姿
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
朝
鮮
半
島
の
人
々
が
は
る
ば
る
行
田
ま
で

や
っ
て
来
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

（
文
化
財
保
護
課　
中
島
洋
一
）
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with
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■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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い
に
し
え
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行
田
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探
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歴
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海
を
渡
っ
て
来
た
文
化

　長
なが

野
の

地
ち

内
ない

にある成
じょう

就
じゅ

院
いん

三
さんじゅうのとう

重塔。この塔
とう

は、享
きょう

保
ほう

14年
ねん

（1729）に建
こん

立
りゅう

さ
れたもので、県

けん

の指
し

定
てい

有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

されているんだ。
　高

たか

さ10メートルの三
さんじゅうのとう

重塔は、宮
みや

大
だい

工
く

ではない地
じ

元
もと

の大
だい

工
く

さんによっ
て建

た

てられたのが特
とく

色
しょく

。また、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に建
た

てられた三
さんじゅうのとう

重塔は県
けん

内
ない

では
3基

き

しかなく、とても貴
き

重
ちょう

な建
たて

物
もの

なんだって。古
こ

代
だい

蓮
はす

の里
さと

の近
ちか

くにある
から、古

こ

代
だい

蓮
はす

の里
さと

を訪
おとず

れたときには、みんなで立
た

ち寄
よ

ってくださいね。

成
じょう

 就
じ ゅ

 院
い ん

 三
さ ん

 重
じゅうの

 塔
と う

　6月30日、浮き城のまち行田サイクルサポーターズ発足式が行
われました。

　市では、自転車利用者が快適に市内の観光施設を回遊できるよう「浮き城のまち
行田サイクルサポーターズ制度」を創設。「ポタリングのまち行田」の第一歩となる発
足式に、ポタガール埼玉の後口沙織さん（写真右）、筒井麻由さん（写真左）と空気入
れの貸し出しやトイレの提供など自転車利用者の支援を行う市内の協力店舗の皆さ
んが参加しました。

酒巻14号墳出土の
「旗指物を立てた馬形埴輪」


